
「凸凹(でこぼこ)くん」別冊付録 

保護者様のてびき 

お子さまの奥歯の溝は、 
狭くて深いことをご存知でしょうか？ 

歯医者さんで行うむし歯予防 歯の絵本 

「シーラント」とは？ 

絵本「凸凹(でこぼこ)くん」は、ストーリーを通して、シーラントによるお子さまのむし歯予防についての 
知識を深めていただくよう編集されています。絵本読み解きの際のポイントをまとめました。 



奥歯がむし歯になりやすいわけは？ 
実はその「かたち」にありました。 

お子さまの奥歯の噛み合わせ面は、大人と同じように 
でこぼこしていることをご存知でしょうか？ 
さらに、その溝は狭くて深いのです。 
 
ということは、歯ブラシが届きにくい・・・。 
奥歯がむし歯になりやすいのはこのためなのです。 
 
 
 
そんな溝の深い奥歯に対し、「シーラント」という、 
溝をあらかじめふさいで、むし歯予防を行う処置があります。 
 
この絵本ではシーラントがどのように施されるかをご理解いただけるよう、 
お子さまと一緒にお読みいただけるようなストーリーをお届けしています。 



①どの歯がでこぼこしている？ 

でこぼこくんは、どの歯かわかりますか？ 
そう、絵本でも一番奥にあることがわかりますね。 
 
お子さまの奥歯は他の歯よりも噛み合わせの面の形状が複雑。 
とてもでこぼこしているのです。 



②お子さまの奥歯の溝はとても複雑？ 

お子さまの奥歯の溝は、 
深い上に狭く、歯ブラシの毛先が届きません。 
 
単に溝が深いだけでなく、溝そのものの形も 
むし歯になりやすい要因のひとつなのです。 



③ちゃんとはみがきしていても、 
 むし歯になってしまうのはなぜでしょうか？ 

ここで、でこぼこくんが、 
乳歯の奥歯のさらに奥に生える、 
第一大臼歯(6歳臼歯)だと 
すると、次のようなことが 
考えられます。 
 
・乳歯の奥に少しずつ生えてくる
ため、生えてきたことに気づか
ず、歯みがきがおろそかになっ
てしまうことがある。 
 
・生えたばかりの6歳臼歯は、 
エナメル質がやわらかい。 
 
・噛み合わせの溝が深く、複雑。 

以上のことから、6歳臼歯は 
シーラントがもっとも有効な歯と 
いえます。 



④シーラントの前に 

シーラントのメリットとして、 
抜いたり、削ったりしなくて 
いいという、心理的な 
負担の軽さがあります。 
 
「むし歯にならないようにシールをしてもらおうね」 
 
こんな声掛けをしていただければ、 
お子さまも納得して処置を受けていただけることでしょう。 

⑤”シールをして 
  もらおうね” 

シーラントを歯とくっつきやすく 
するため、しっかり洗うという 
ステップがあります。 
 
絵本の歯医者さんがじっくりと
歯を見てチェックしているのは 
このためです。 



⑥シーラントの工程について 

ここはシーラントの処置の流れを簡単に示した内容になります。 
 
①左は、歯を事前にしっかり洗うステップ 
②中央は、シーラント材を流し込んでいるステップ 
③右は、専用の光を当てて、固めているステップになります。 



⑥シーラント後の過ごし方 

こうしてシーラントをしてもらったかずくん。 
 
これまで、朝も寝る前もちゃんと歯みがきしていましたが、シーラントをしてもらっても 
油断はできません。なぜならシーラントはあくまでもむし歯になりにくくする方法です。 
 
これで安心しないで、これからも毎日の歯みがきの習慣を大切にしましょう。 


